
重要伝統的建造物群保存地区

神浦の町並み

的山大島
あづち

こ
の
道
の
先
に
・
・
・

こ
の
道
の
先
に
・
・
・

　

大
島
村
神
浦
の
町
並
み
は
、
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
日
本
の

伝
統
的
町
並
み
の
原
風
景
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
、
大
学
や
建
築
関
係
の
研
究
者

の
中
で
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
並
み
へ
の
評
価
が
具
体
的

に
行
わ
れ
た
の
は
近
年
の
こ
と
で
、
平
成

16
年
に
県
教
育
委
員
会
、
県
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
審
議
会
、
文
化
庁
が
相
次
い
で
現

地
調
査
に
訪
れ
、
平
入
り
の
町
家
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
建
ち
並
ん
だ
景
観
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
12
月
に
は
県
の

ま
ち
づ
く
り
景
観
資
産
に
登
録
さ
れ
、
平

成
17
年
度
か
ら
は
文
化
庁
の
補
助
事
業
と

し
て
、
２
か
年
に
わ
た
り
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
対
策
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
財
匠
塾
に

調
査
を
委
託
し
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
、

九
州
大
学
、
熊
本
大
学
、
佐
賀
大
学
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
並
み
の
歴

史
や
成
立
起
源
と
過
程
、
景
観
形
成
、
町

家
の
建
築
年
代
や
特
徴
、
地
域
社
会
の
状

況
と
意
識
調
査
、
保
存
の
基
本
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
学
術
的
な
調
査
、
分
析
、
評

価
、
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、「
中
世
末
期
か
ら
近
世

初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
漁
村
集
落
が
、

鯨
組
の
創
業
と
廃
業
を
経
て
近
世
の
港
町

へ
と
発
展
し
、
神
浦
湾
沿
い
に
ゆ
る
や
か

に
曲
折
す
る
通
り
に
面
し
て
、
江
戸
中
期

か
ら
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
数
多

く
残
さ
れ
、
離
島
の
港
町
の
景
観
を
色
濃

く
伝
え
て
い
る
」と
の
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
基
礎
に
、
市
で

は
、
平
成
19
年
度
に
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
条
例
を
制
定
、
伝
建
審
議
会
の
設
置
お

よ
び
審
議
、
住
民
説
明
会
や
特
定
物
件
の

同
意
集
約
な
ど
を
経
て
、
伝
建
保
存
地
区

の
決
定
お
よ
び
保
存
計
画
を
策
定
し
、
平

成
20
年
６
月
９
日
付
の
官
報
告
示
に
よ
り
、

全
国
で
83
番
目
と
な
る
重
伝
建
地
区
の
選

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
は
、
文
化
財

保
護
法
に
よ
り「
周
囲
の
環
境
と
一

体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成

し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
で
価

値
の
高
い
も
の
」と
さ
れ
る
文
化
財

で
す
。
昭
和
50
年
の
文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
っ
て「
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
」の
制
度
が
発
足
。

城
下
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど

全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
・

町
並
み
の
保
存
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
は
、
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
を
決
定
し
、
地
区
内
の

保
存
事
業
を
進
め
る
た
め
、
保
存

条
例
に
基
づ
き
保
存
計
画
を
定
め
、

国
は
、
市
町
村
か
ら
の
申
出
を
受

け
て
、
わ
が
国
に
と
っ
て
特
に
価

値
が
高
い
と
判
断
し
た
も
の
を
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
る
と
、

市
町
村
が
行
う
保
存
修
理
・
防
災

な
ど
の
事
業
、
所
有
者
が
行
う
保

存
修
理
・
防
災
な
ど
の
取
り
組
み

に
対
し
て
市
町
村
が
補
助
す
る
事

業
、
ま
た
、
市
町
村
に
よ
る
案
内

板
・
説
明
板
な
ど
の
設
置
事
業
に

対
し
、
国
か
ら
の
経
費
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
６
月
９
日
現
在
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

は
、
71
市
町
村
で
83
地
区（
合
計
面

積
約
３
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）あ
り
、

約
１
５
３
０
０
件
の
伝
統
的
建
造

物
が
保
存
す
べ
き
建
造
物
と
し
て

特
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

こ

う

の

う

ら

神
浦
の
町
並
み

第
１
章神

浦
の
重
伝
建
選
定
へ
の
あ
ゆ
み

鯨
組
の
創
業
を
契
機
に
大
き
く
発
展
し
た
離
島
の
伝
統
的
港
町
「
神
浦
」

今
年
６
月
９
日
、
官
報
告
示
に
よ
り
大
島
村
の
神
浦
地
区
が
、

今
年
６
月
９
日
、
官
報
告
示
に
よ
り
大
島
村
の
神
浦
地
区
が
、

『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
港
町
）』に
先
手
さ
れ
ま
し
た
。

『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
港
町
）』に
先
手
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
全
国
で
83
番
目
と
な
る
こ
の
選
定
に
よ
り
、

番
目
と
な
る
こ
の
選
定
に
よ
り
、

今
、
神
浦
の
町
並
み
は
全
国
か
ら
大
き
な
注
目
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
神
浦
の
町
並
み
は
全
国
か
ら
大
き
な
注
目
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
他
に
類
を
み
な
い
歴
史
あ
る
港
町
・
神
浦
。

全
国
で
も
他
に
類
を
み
な
い
歴
史
あ
る
港
町
・
神
浦
。

今
ま
さ
に
、
大
島
村
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
ま
さ
に
、
大
島
村
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
６
月
９
日
、
官
報
告
示
に
よ
り
大
島
村
の
神
浦
地
区
が
、

『
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
港
町
）』に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
83
番
目
と
な
る
こ
の
選
定
に
よ
り
、

今
、
神
浦
の
町
並
み
は
全
国
か
ら
大
き
な
注
目
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
他
に
類
を
み
な
い
歴
史
あ
る
港
町
・
神
浦
。

今
ま
さ
に
、
大
島
村
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
道
の
先
に
・
・
・

こ
の
道
の
先
に
・
・
・
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重
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建
選
定
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取
り
組
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ら　

い



　
　

　

大
島
村（
的
山
大
島
）は
、
平
戸
島
か
ら

海
上
15
㎞
に
位
置
す
る
周
囲
38
㎞
、
東
西

約
８
㎞
、
南
北
約
４
㎞
、
面
積
15
・
50
平

方
㎞
の
島
で
す
。
地
勢
は
島
の
中
央
部
を

標
高
２
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
が
東
西

南
北
に
走
り
、
山
が
ち
の
地
形
の
た
め
平

坦
地
は
少
な
く
、
北
東
に
大
根
坂
湾
、
南

西
に
的
山
湾
が
あ
り
、
南
東
部
の
神
浦
湾

は
島
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

的
山
大
島
は
、
室
町
時
代
に
は
遣
明
船

の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
、
松
浦
党
の
一

族
で
あ
る
大
島
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
近
世
に
な
っ
て
は
、
平
戸
藩
が
確

立
し
、
寛
永
年
間（
１
６
２
４
〜
１
６
４

４
）か
ら
は
井
元
氏
が
平
戸
藩
の
政
務
役

に
な
り
、
江
戸
期
を
通
じ
て
大
島
を
治
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

神
浦
の
町
並
み
は
、
江
戸
時
代
初
期

（
17
世
紀
初
頭
）に
形
成
さ
れ
た
漁
村
集
落

を
起
源
と
し
ま
す
が
、
寛
文
年
間(

１
６

６
１
〜
１
６
７
３)

に
三
代
目
政
務
役
井

元
義
信
が
鯨
組
を
創
業
し
、
海
岸
を
埋
立

て
井
元
家
の
屋
敷
と
組
網
工
場
を
建
設
し

た
こ
と
を
契
機
に
大
き
く
発
展
し
ま
す
。

り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
各
所
に
残
る
共
同
井

戸
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
主
要
な
水
源
と

し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
石
造
り

の
井
戸
枠
や
周
囲
の
石
畳
が
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
50
年
代
に

は
、
自
動
車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
し

て
町
家
に
面
し
た
街
路
の
石
畳
が
撤
去
さ

れ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
な
っ
た
た
め
に
、

神
浦
の
町
並
み
を
特
徴
付
け
て
い
た
要
素

が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
戸
市
大
島
村
神
浦
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
離
島
の
歴
史
的
風
致
を
残
す
と
と
も
に
、

中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
成
立

し
た
漁
村
集
落
が
、
鯨
組
の
創
業
と
廃
業

と
い
う
出
来
事
を
経
て
近
世
的
な
港
町
に

変
容
し
て
い
っ
た
姿
を
今
日
に
良
く
伝
え

て
お
り
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高
く
、

国
の
選
定
基
準「
伝
統
的
建
造
物
群
及
び

地
割
り
が
よ
く
旧
態
を
保
持
し
て
い
る
も

の
」に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年

６
月
９
日
付
け
で
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
家
の
主
屋
や
離
れ
、
寺
院
の
本
堂
、

山
門
、
神
社
の
本
殿
な
ど
１
３
１
件
の
建

造
物
と
、
石
垣
や
石
段
、
共
同
井
戸
、
水

路
護
岸
な
ど
91
件
の
工
作
物
を
伝
統
的
建

造
物
に
、
ま
た
樹
木
や
庭
園
、
水
路
な
ど

16
件
を
環
境
物
件
に
そ
れ
ぞ
れ
特
定
し
、

保
存
の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

享
保
年
間（
１
７
１
６
〜

　
　
　
　
　

１
７
３
５
）の
鯨
組
廃
業
後
、

　
　
　
　
　

跡
地
の
再
開
発
に
よ
っ
て
海

　
　
　
　
　

側
に
新
た
な
町
家
が
築
か
れ
、

　
　
　
　
　

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
町

　
　
　
　
　

並
み
の
骨
格
が
で
き
、
漁
業

　
　
　
　
　

と
商
工
業
を
経
済
基
盤
と
し

　
　
　
　
　

た
港
町
へ
と
発
展
を
遂
げ
、

　
　
　
　
　

豊
か
な
町
並
み
が
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
世
、
近
代
前
期
を
通
じ
多
少
の
建
物

の
建
替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
火
災
な
ど

大
き
な
災
害
を
被
る
こ
と
も
な
く
維
持
さ

れ
、
昭
和
30
年
代
に
臨
港
道
路
や
橋
が
架

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
旧
来
の
街
路
の
多
く

は
拡
張
を
免
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
町
並

み
が
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　　

神
浦
重
伝
建
保
存
地
区
は
、
東
西
約
７

０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
６
５
０
メ
ー
ト

ル
、
面
積
約
21
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲

で
、
神
浦
の
集
落
と
周
辺
部
の
高
台
に
建

つ
神
社
や
お
寺
、
墓
地
お
よ
び
山
林
な
ど

を
含
む
範
囲
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
部
は
幅
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
細
く

曲
折
す
る
街
路
の
両
側
に
、
江
戸
中
期
か

ら
昭
和
前
期
ま
で
の
町
家
が
建
ち
並
び
、

離
島
の
港
町
の
景
観
を
色
濃
く
現
在
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

町
家
の
敷
地
は
、
街
路
に
面
し
た
山
側

は
奥
行
き
が
浅
く
、
反
対
に
浜
側
は
奥
行

き
が
深
く
な
っ
て
い
て
、
山
側
が
中
世
末

か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
敷
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
浜
側
が
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
創
業
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埋
め
立
て
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
後
、
廃
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
っ
て
町
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
変
わ
っ
た
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
反
映
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
神
浦
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
形
成
の
過
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
区
内
に
建
つ
家
屋
の
多
く
は
、
切
妻

造
平
入
の
桟
瓦
葺
で
、
腕
木
庇
が
付
け
ら

れ
て
お
り
、
街
路
の
屈
曲
に
合
わ
せ
て
台

形
の
平
面
形
態
を
有
す
る
家
屋
が
多
い
こ

と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
側
で
は

敷
地
の
奥
行
き
が
浅
い
た
め
、
主
屋
の
み

の
住
宅
が
多
く
、
奥
に
向
か
っ
て
２
部
屋

を
並
べ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
浜
側
は
敷
地
の
奥
行
き
が
あ
る
た

め
、
主
屋
は
奥
に
向
か
っ
て
３
部
屋
並
べ

る
も
の
が
多
く
、
敷
地
の
裏
に
離
れ
を
持

つ
も
の
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
町
家
の
一
階

前
面
は
、
大
正
期
ま
で
出
入
り
口
を
含
め

て
摺
り
上
げ
戸
が
一
般
的
で
、
そ
の
後
に

引
き
違
い
戸
に
変
化
し
た
こ
と
が
調
査
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の
住
居
に
は
、

摺
り
上
げ
戸
や
出
格
子
が
あ
っ
た
痕
跡
が

残
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
以
前
の
町
並
み

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

斜
面
に
面
し
た
狭
い
土
地
を
利
用
す
る

た
め
、
石
垣
や
石
段
な
ど
の
石
造
工
作
物

が
多
く
、
天
降
神
社
の
石
垣
や
参
道
の
石

段
は
大
規
模
な
も
の
と
し
て
見
応
え
が
あ

TURNING POINT
分岐点

特 集

　

大
島
の
須
古
踊
は
天
正
２
年（
１

５
７
４
）、
現
在
の
佐
賀
県
白
石
町

に
あ
っ
た
須
古
妻
木
城
が
落
城
し
、

大
島
に
逃
れ
た
平
井
一
族
が
郷
里

を
し
の
ん
で
踊
り
伝
え
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
の
須
古

踊
に
は
す
べ
て
須
古
妻
木
城
落
城

伝
説
が
結
び
つ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
芸
能
は
異
な
っ
て
お
り
、

大
島
の
須
古
踊
は
日
本
民
俗
芸
能

の
分
類
か
ら
す
れ
ば
、
古
く
か
ら

大
島
村
に
の
み
伝
承
さ
れ
て
き
た

念
仏
系
統
の
芸
能
で
は
な
い
か
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

踊
り
は
帷
子
に
角
帯
、
草
履
に

菅
笠
、
手
に
扇
子（
笛
）を
も
っ
て

円
形
に
な
り
笛
・
太
鼓
・
鉦
に
合

わ
せ
て
歌
い
な
が
ら
静
か
な
動
作

を
繰
り
返
し
ま
す
。
歌
詞
は
艶
っ

ぽ
く
、
中
世
芸
能
の
残
存
が
見
ら

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
神浦地区に伝わる伝統芸能

づ
く
り
ひ
ら
い
り

す

あ

き
り 

つ
ま

さ
ん
か
わ
ら
ぶ
きで　

ご
う　
し

す　

  

こ    

つ
ま    

き  

じ
ょ
う

か
た  

び
ら

す
げ  

が
さ

か
く  

お
び

ぞ
う　

り

せ
ん　

す

か
ね

き
ょ
う  

り

う
で　

ぎ
ひ
さ
し

①持ち送り：建築時代ごとにデザイン
が異なる②町屋の内部意匠：帯戸戸棚
と階段下の箱階段③摺り上げ戸：引き
戸以前はこれが主流だった④共同井
戸：主要な水源として昭和40年代まで
使用されていた

⑤書院座敷：明治以降、一般の屋
敷にも取り入れられた⑥吹抜：入
口土間上の採光用の吹抜⑦屋号入
りガラス戸：明治後期の旧料亭
（２階）⑧中庭：浜側の町家は、主
屋と離屋の間に庭を有する
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神
浦
の
沿
革

神
浦
重
伝
建
保
存
地
区
の
概
要

選
定
の
理
由

「神浦地区絵図（昭和30年ごろ）」：小倉町富永家所蔵
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78

あ
づ
ち

お
お　
ね　

ざ
か

か
ん　
ぶ
ん

か
ん　
え
い

せ
い　

む　

や
く

き
ょ
う
ほ
う

お
お 

し
ま



　

平
戸
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
ご

ろ
か
ら
突
取
捕
鯨
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

「
西
海
鯨
鯢
記
」に
は
、
的
山
大
島
の
神
浦
、

的
山
浦
、
大
根
坂
、
和
歌
の
浦
な
ど
が
鯨

組
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
す
。
と
り
わ
け
近
世
の
大
島
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
の
が
、
井
元
家
鯨
組
の
存

在
で
あ
り
、
現
在
の
神
浦
集
落
の
基
礎
は

鯨
場
の
成
立
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
捕
鯨

の
歴
史
と
神
浦
集
落
の
形
成
を
調
べ
る
に

あ
た
り
、
大
島
の
歴
史
に
精
通
し
て
い
る

金
剛
院
住
職
中
倉
光
慶
さ
ん（
75
）の
も
と

を
訪
ね
ま
し
た
。
約
30
年
も
の
間
、
大
島

の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
中
倉
さ

ん
は
、「
井
元
家
略
歴
」を
も
と
に
、
鯨
組

の
創
業
に
つ
い
て
話
し
始
め
ま
し
た
。

　

寛
文
元
年（
１
６
６
１
）、
大
島
三
代
政

務
役
井
元
弥
七
左
衛
門
義
信
は
、
松
浦
家

第
29
代
鎮
信
公
の
仰
せ
付
け
に
よ
り
、
神

浦
を
基
地
と
し
て
捕
鯨
業
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
戸
で
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易

が
長
崎
の
出
島
に
移
さ
れ
、
利
益
を
失
っ

た
平
戸
藩
が
捕
鯨
を
奨
励
し
た
た
め
で
す
。

井
元
氏
の
捕
鯨
は
、
捕
鯨
の
大
規
模
な
経

営
組
織
で
あ
る
鯨
組
と
し
て
成
功
を
治
め
、

西
神
浦
の
西
止
浦（
鯨
の
浦
）を
鯨
捌
所
と

し
、
神
浦
の
海
岸
を
埋
め
立
て
て
船
大
工
、

ろ
屋
、
た
る
屋
、
鍛
冶
屋
、
染
屋
な
ど
諸

職
の
細
工
場
や
船
引
き
場
、
鯨
遠
見
所
な

ど
多
く
の
施
設
や
屋
敷
を
つ
く
り
、
神
浦

の
町
並
み
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

寛
文
４
年（
１
６
６
４
）、
義
信
は
神
浦

に
自
分
の
屋
敷
を
建
設
す
る
と
、
前
平
の

政
務
役
所
か
ら
引
越
し
、
鯨
組
の
経
営
に

専
念
す
る
た
め
政
務
役
を
引
退
し
、
町
年

寄（
相
談
役
）と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
現

在
、
勘
定
場
の
井
戸
や
茶
屋
の
坂
な
ど
が

残
り
、
町
並
み
に
は
、
１
７
０
０
年
代
の

鯨
組
関
係
の
建
物
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代

の
建
物
が
何
軒
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

鯨
組
は
、
各
地
か
ら
の
専
門
の
職
人
を

合
わ
せ
て
５
０
０
人
以
上
の
大
き
な
組
織

と
な
り
、
出
漁
拠
点
は
神
浦
の
ほ
か
的
山

浦
、
大
根
坂
、
和
歌
の
浦
の
４
か
所
に
あ

り
ま
し
た
。
当
時
は
、
元
禄
文
化
の
発
展

と
前
後
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
、
生
類
憐

み
の
令
、
一
揆
打
ち
こ
わ
し
な
ど
の
社
会

不
安
と
貧
困
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
西

　

井
元
氏
の
本
姓
は「
木
曽
氏
」で
、

有
名
な
木
曽
義
仲
の
末
裔
と
い
わ

れ
、
義
信
の
曽
祖
父
義
昌
は
、
弘

治
２
年（
１
５
５
６
）に
武
田
信
玄

と
の
戦
に
敗
れ
和
睦
の
末
、
信
玄

の
娘
を
室
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
天
正
10
年（
１
５
８
２
）

に
は
、
義
兄
の
武
田
勝
頼
に
背
い

て
織
田
信
長
に
属
し
、
松
本
城
に

居
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下
総
国

蘆
戸（
千
葉
県
旭
市
）に
所
領
一
万

石
で
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

嫡
子
の
千
三
郎
義
利
は
、
慶
長
５

年（
１
６
０
０
）11
月
に
壱
岐
の
湯

本（
勝
本
町
）に
流
着
し
、
湯
本
に

ち
な
ん
で
姓
を「
井
元
」と
改
称
し

ま
す
。
ま
も
な
く
松
浦
家
第
28
代

松
浦
隆
信
公
か
ら
大
島
の
政
務
役

と
し
て
招
請
さ
れ
、
翌
慶
長
６
年

（
１
６
０
１
）１
月
、
初
代
政
務
役

と
し
て
大
島
村
前
平
の
地
に
着
任

し
ま
し
た
。

第
２
章鯨

組
創
業
と
井
元
弥
七
左
衛
門

今
日
に
伝
え
る
井
元
家
鯨
組
の
栄
華
と
神
浦
集
落
の
形
成

TURNING POINT
分岐点

特 集

戦国武将 木曽義仲の末裔

海
の
海
の
男
た
ち
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
玄

海
の
荒
波
に
鯨
を
追
い
求
め
、「
鯨
１
頭

獲
れ
ば
七
浦
賑
わ
う
」と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、

オ
ラ
ン
ダ
貿
易
の
利
益
を
失
っ
た
藩
の
財

政
を
潤
し
、
庶
民
の
生
活
を
助
け
ま
し
た
。

　

井
元
氏
の
鯨
組
は
、
享
保
11
年（
１
７

２
６
）ご
ろ
、
五
代
定
治
の
代
で
廃
業
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
井
元
家
鯨
組
の

廃
業
後
も
神
浦
は
、
天
然
の
良
港
と
海
上

交
通
の
要
衝
と
し
て
水
産
業
と
商
工
業
を

基
盤
と
し
た「
島
の
港
町
」と
し
て
、
出
船

入
船
で
に
ぎ
わ
い
発
展
を
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
定
治
の
死
後
、
生
月
で
は
益
富
家

が
本
格
的
に
鯨
組
を
始
め
、
益
富
組
と
し

て
、
生
月
島
を
本
拠
地
と
し
な
が
ら
壱
岐

や
五
島
そ
の
他
の
漁
場
に
進
出
し
、
５
組

の
鯨
組
を
経
営
す
る
日
本
一
の
規
模
を
誇

る
鯨
組
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

鯨
組
の
創
業
と
廃
業
を
経
て
大
き
く
発

展
し
た
神
浦
の
町
並
み
で
す
が
、
現
在
も

藩
政
時
代
の
地
割
が
ほ
ぼ
残
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
町
並
み
を
今
も
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
鯨
の
浦
」や「
勘
定
場
の
井

戸
」、「
鯨
の
供
養
碑
」、「
真
教
寺
の
梵

鐘
」な
ど
井
元
家
鯨
組
の
は
る
か
な
栄
華

を
今
日
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

説
明
い
た
だ
い
た
中
倉
さ
ん
は
、「
歴

史
は
新
し
く
つ
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
を
今
に
生
き

る
私
た
ち
は
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」と
最
後
に
話
さ
れ
、
井
元
家

系
図
を
そ
っ
と
閉
じ
ま
し
た
。

①鯨の供養碑：井元氏の墓
地内に建立されており、鯨
供養碑として年記（1692）
のある最も古いもの②真教
寺の梵鐘：井元氏奉納、享
保九年（1724）の銘あり③
天降神社の石灯籠：井元氏
奉納、享保二年（1717）の
銘あり④天降神社の石段と
勘定場の井戸

政務役の墓：慶長６年（1601）大島に赴任した井元弥
七左衛門義利の墓。奥に祖先水向け供養の小塔がある。

古写真
「鯨の浦と神浦港（昭和28年ごろ）」

▲井元氏一族の墓

約30年もの間、大島村の歴史を研究し、
その歴史を語り継いでいる。75歳。大島
村前平在住。平成17年10月から市の文
化財審議会委員を務めている。
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井元家鯨組の活躍を
今日に伝える遺産の数々 鯨

組
創
業
と
神
浦
集
落
の
形
成

井
元
家
鯨
組
の
廃
業

「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）「鯨網組絵図・塩吹出の図」（北原守氏所蔵）

さ
い 

か
い  

げ
い 

げ
い  

き

に
し
ど
ま
り
う
ら

く
じ
ら
さ
ば
し
ょ

く
じ
ら
と
お  

み    

し
ょ

い
さ

ま
ち 

ど
し

よ
り

か
ん
じ
ょ
う 

ば

げ
ん 

ろ
く

ま
つ 

え
い

し
も
う
さ
の
く
に

あ
し　

ど

け
い
ち
ょ
う

ま
え  

び
ら

う
ら

つ
き  

と
り

か
ん  

ぶ
ん

い
の  
も
と　

や　
し
ち　

ざ　

え　

も
ん 

よ
し 

の
ぶ

こ
う  

け
い

し
ん
き
ょ
う　

じ

よ
う
し
ょ
う

ぼ
ん

し
ょ
う

●金剛院住職
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NAKAKURA KOUKEI



神
浦
の
町
並
み
を

　

次
世
代
に
残
す
た
め
に
・
・
・

　
　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

　
　
　

絶
や
さ
な
い
た
め
に
・
・
・

第
３
章歴

史
的
町
並
み
と
共
に
暮
ら
す

歴
史
的
町
並
み
の
保
存
と
活
用
、
今
後
の
課
題

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、

住
み
続
け
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
守
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
り

ま
す
。
伝
統
的
建
造
物
群
は
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な

し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統

的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
」と

位
置
付
け
さ
れ
た
文
化
財
で
す
。

　

重
伝
建
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
終
着
点

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
と
行
政
が
協
働

し
て
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
・
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
。
市
で
は
、
今
後
、
神
浦
の
町
並

み
の
魅
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
次
の
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
市
が
行
う
保
存
の
た
め
の
事
業
】

▼
保
存
修
理

　

保
存
修
理
事
業
は
、
主
に
修
理
事
業
と

修
景
事
業
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
修
理
事
業　

現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、

ま
た
は
、
復
元
的
手
法
を
用
い
て
、
傷
み

の
激
し
い
伝
統
的
建
造
物
を
修
復
す
る
も

の
で
す
。

○
修
景
事
業　

伝
統
的
建
造
物
以
外
の
建

造
物
や
地
区
内
に
新
築
さ
れ
る
建
造
物
が

歴
史
的
風
致
と
調
和
す
る
よ
う
、
外
観
を

整
備
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

修
理
と
修
景
に
よ
り
、
保
存
地
区
の
伝

統
的
な
景
観
を
維
持
し
な
が
ら
、
時
代
に

合
わ
せ
た
生
活
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
買
い
上
げ

　

保
存
地
区
内
の
土
地
や
建
築
物
の
う
ち
、

緊
急
的
な
保
護
措
置
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
市
が
保
存
活
用
計
画
を
検
討
し

て
買
い
上
げ
、
公
開
施
設
、
案
内
施
設
、

交
流
施
設
な
ど
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▼
防　

災

　

消
火
設
備
な
ど
の
防
災
施
設
の
設
置
、

地
区
全
体
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
危
険
な
石

垣
の
積
み
直
し
な
ど
、
各
地
区
に
求
め
ら

れ
る
防
災
対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
説
明
板
な
ど
の
設
置

　

保
存
地
区
の
位
置
や
価
値
、
範
囲
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
標
識
、
説
明

板
な
ど
の
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

【
保
存
に
対
す
る
補
助
事
業
】

　

所
有
者
な
ど
が
行
う
修
理
・
修
景
事
業

に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
修
理
事
業　

修
理
基
準
に
基
づ
い
て
行

う
、
伝
統
的
建
造
物
の
外
観
の
修
理
な
ど

に
要
す
る
経
費

○
修
景
事
業　

修
景
基
準
に
基
づ
い
て
行

う
、
伝
統
的
建
造
物
以
外
の
外
観
の
修
景

な
ど
に
要
す
る
経
費

　

保
存
地
区
は
、
主
に
木
造
の
建
築
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
火
災
な
ど
の
災
害
対
策

が
不
可
欠
で
す
。
全
国
の
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、

防
災
施
設
の
整
備
や
危
険
な
石
垣
の
補
強

積
み
直
し
な
ど
、
各
地
区
に
応
じ
た
防
災

施
設
等
整
備
事
業
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、

常
日
ご
ろ
か
ら
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
神
浦
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
れ

か
ら
市
や
消
防
機
関
、
専
門
家
と
住
民
の

み
な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
共
に
防
災

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
火
災
や
自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
懸
念
さ
れ
る
２
つ
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
高
齢
化
の
問
題
で
す
。
神

浦
地
区
の
人
口
は
、
今
年
６
月
１
日
現
在
、

２
３
７
人（
１
１
３
世
帯
）で
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
１
０
４
人
と
半
数
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
地
震
や

台
風
な
ど
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
家
屋
が

倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
出
る
中
で
、
特

に
高
齢
者
に
多
く
犠
牲
が
出
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
立
地
の
問
題
で
す
。
神
浦

の
町
並
み
は
、
町
家
が
肩
を
並
べ
る
よ
う

に
軒
を
連
ね
、
ま
た
、
幅
員
が
狭
い
道
路

の
た
め
、
軽
自
動
車
で
も
町
並
み
を
通
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
い
わ
ゆ
る
消
防
車
は
こ
の

町
並
み
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
初
期
消
火
活
動
が

何
よ
り
重
要
で
す
。
京
都
市
産
寧
坂
で
は
、

初
期
消
火
を
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
一
人

で
も
操
作
で
き
る
消
火
栓
設
備
な
ど
を
景

観
に
配
慮
し
な
が
ら
各
地
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
造
建
築
が
集
中
し
て
い

る
岐
阜
県
高
山
市
三
町
で
は
、
街
路
沿
い

の
要
所
に
す
ぐ
使
え
る
防
火
器
具
庫
の
設

置
に
取
り
組
み
、
定
期
的
に
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
利
や
初
期
消
火
、
防
災

体
制
な
ど
、
神
浦
の
町
並
み
や
住
民
の
み

な
さ
ん
に
あ
っ
た
防
災
計
画
は
不
可
欠
で

あ
り
、
何
よ
り
も
住
民
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
防
災
へ
の
意
識
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

TURNING POINT
分岐点
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　平戸市大島村神浦の町並みが国の重要伝統的建造
物群保存地区の選定を受けたことを記念し、神浦の
歴史的風致や伝統的建造物群について理解を深める
ため、シンポジウムを開催します。

○主な内容
【基調報告】伝建調査から重伝建選定までの取組み
【講　演】
「神浦の町並みの成り立ちと特性」宮本雅明教授
【シンポジウム】
「歴史・文化・生業の集積、歴史的風致を未来に活かそう」
　司　会：小西龍三郎（ＮＰＯ法人文化財匠塾）
　登壇者：宮本　雅明（九州大学大学院芸術工学研究院教授）
　　　　　三島　伸雄（佐賀大学理工学部都市工学科准教授）
　　　　　吉居　辰美（平戸市教育長）
　　　　　丸田　圭介（あづち大島たからもんの会会長）
　助言者：林　　良彦（文化庁文化財部伝統的建造物群部門主任調査官）
【町並み案内】 19日(土）午前10時30分～正午
　　　　　　 20日(日）午前９時～午前10時　
○参加費　無料（弁当代、宿泊費を除く。）
申込み・お問い合わせ
　教育委員会大島分室（☎55-2511）

重伝建選定記念シンポジウムのお知らせ
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町
並
み
の
保
存
に
向
け
て

懸
念
さ
れ
る
災
害
へ
の
対
応

７／ 19（土）午後１時40分～午後３時45分
大島村離島開発総合センター（大島村神浦地区） さ

ん 

ね
い 

ざ
か

さ
ん 

ま
ち

大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）大島村盆踊り合同公開（昭和50年ごろ・天降神社下にて）



　
「
こ
の
町
並
み
を
活
か
し
て
、
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
を
少
し
で
も
取
り
戻
し
た

い
」と
平
成
16
年
２
月
、
丸
田
圭
介
さ
ん

の
掛
け
声
の
も
と「
あ
づ
ち
大
島
た
か
ら

も
ん
の
会
」は
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
活
動
を
始
め
て
、
地
元
の
人
た
ち
と

話
す
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う

町
並
み
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
。
大
島
の
住
人
の
中
に
は
他
所

に
出
た
こ
と
が
な
い
人
も
多
く
、
こ
の
町

並
み
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
私
自
身
大
島
を

出
て
な
け
れ
ば
、
そ
の
価
値
を
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、

少
し
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
町
並

み
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」と
丸
田
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
町
家
」と
呼
ば
れ
る
木
造
平
入
り
の
家

屋
が
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
ぎ
っ
し
り
と

立
ち
並
ぶ
神
浦
地
区
。
一
歩
足
を
踏
み
入

れ
る
と
ど
こ
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
感
覚
さ
え
覚
え
る
町
並
み
。
か

つ
て
こ
の
地
区
は
、
鯨
組
の
創
業
と
廃
業

を
経
て
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経

済
成
長
期
を
境
に
過
疎
化
が
進
み
、
現
在

は
、
昔
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

同
会
で
は
、
こ
の
町
並
み
を
活
か
し
て

町
歩
き
ク
イ
ズ
大
会
や
そ
う
め
ん
流
し
、

天
降
神
社
の
祇
園
祭
の
と
き
に
は
町
並
み

を
明
か
り
で
演
出
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ま
ち
お
こ
し
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
空
き
家
対
策
の
一
環

と
し
て
、
避
粉
地
調
査
に
も
と
づ
く
避
粉

地
宣
言
を
行
い
、
花

粉
症
の
症
状
改
善
と

花
粉
症
の
み
な
さ
ん

の
短
期
中
期
滞
在
施

設
と
し
て
空
き
家
を
整

備
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
に「
花
粉
症
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
験
モ
ニ
タ
ー
」も
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
現
在
、
た
か
ら
も
ん
の
会
で
は
、
空

き
家
の
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
神
浦

の
町
並
み
の
中
の
３
分
の
１
は
、
空
き
家

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
空
き
家
を
活
用

し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
家
は
使
用

し
な
い
と
傷
む
ば
か
り
な
の
で
、
保
存
の

面
で
考
え
て
も
使
用
し
た
方
が
い
い
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
重
伝
建
の
選
定
を
受
け
、

観
光
客
な
ど
交
流
人
口
も
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
空
き
家
を
活
用
し
て
、

お
茶
を
振
る
舞
っ
た
り
、
お
土
産
を
販
売

し
た
り
、
食
事
を
提
供
し
た
い
と
い
う
町

の
声
も
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
も
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
の
空
き

家
を
ど
う
活
用
で
き
る
か
調
べ
る
こ
と
か

ら
地
域
の
活
性
化
が
始
ま
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
声
を
聴
い
て
、
た
か
ら
も

ん
の
会
が
橋
渡
し
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」と
丸
田
さ
ん
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
町
並
み
に
住
ん
で
い
て
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま

す
大
島
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
ね
。

重
伝
建
地
区
選
定
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
。
こ
の
選
定
を
期
に
、

神
浦
だ
け
で
な
く
大
島
全
体
が
盛
り
上

が
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
ま
す
」

「重伝建地区選定は、ゴールではなくスタート。
　神浦だけでなく大島全体を盛り上げていきたい」

あづち大島たからもんの会

会 長　丸 田 圭 介 さん（40）

v o i c e  i n t e r v i e w

Maruta Keisuke

TURNING POINT
分岐点

特 集

　

大
島
村
に
は
、
藩
政
時
代
か
ら
い
く
つ

も
の
伝
統
芸
能
が
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
に
紹
介
し
た
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財「
大
島
の
須
古
踊
」の
ほ
か
、
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財「
大
島
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」、

そ
し
て
、
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
大

島
の
流
儀
」が
今
な
お
伝
承
さ
れ
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
郷
土
の
誇
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
お
盆
の
季
節
に
は
、

こ
れ
ら
を
一
斉
に
公
開
す
る「
大
島
村
盆

踊
り
合
同
公
開
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
根
坂
に
は
県
内
で
も
数
少
な

い「
六
斎
念
仏
」の
伝
承
者
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
以
前
よ
り
簡
素
化
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
に

よ
り
、
今
も
な
お
地
域
住
民
の
結
び
つ
き

は
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
重
伝
建
地
区
選
定
に
よ
る
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
伝
統
芸
能
を
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て
大
島
村
を
訪

れ
た
く
な
る
魅
力
が
何
倍
に
も
膨
ら
む
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
市
や
所
有
者
の
み
な
さ
ん
な
ど

に
よ
っ
て
、
町
並
み
が
整
備
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
空
き
家
対
策
が
神

浦
の
町
並
み
に
お
い
て
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
、
空
き
家
は
改
造
が
少
な
い
一
方

で
、
老
朽
化
や
傷
み
具
合
が
進
ん
で
い
る

も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
空
き
家
の
所
有
者
は
、
高
齢
者
や
、
ま

た
、
遠
方
に
い
る
場
合
が
多
く
、
今
後
こ

の
空
き
家
を
保
存
す
る
に
も
、
活
用
す
る

に
も
、
同
意
が
困
難
で
進
ま
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
伝
建
制
度
は
、
住
み
続

け
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
守
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
観
光
客
な
ど
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
っ
て
、
ま
ち
を
あ
げ
て
の
受
入
態
勢

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
あ
る

町
家
を
休
憩
所
や
大
島
の
特
産
品
を
提
供

す
る
食
堂
、
土
産
品
店
な
ど
と
し
て
活
用

で
き
れ
ば
、
更
な
る
観
光
客
の
受
入
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
大
島
へ
の
観
光
客
は
、

釣
り
客
や
夏
の
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
る
人
が

主
で
し
た
が
、
近
年
は
神
浦
の
町
並
み
が

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
歩
き
を
す

る
観
光
客
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、
ま
ち
の
中
で
は
生
活
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
、
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
喚
起
も
含
め

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
受

入
態
勢
の
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
町
並
み
の
整
備
に
よ
っ

て
、
大
島
村
を
離
れ
た
人
の
帰
郷
や
団
塊

の
世
代
の
人
の
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
の
増
加
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
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大
島
村
神
浦
は
国
の
83
番
目
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
50
年

の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
こ
の
保
存
地
区
に
は
、

最
初
に
選
定
さ
れ
た
妻
籠
や
高
山
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
白
川
郷
、

大
森
や
温
泉
津
な
ど
、
著
名
な
歴

史
的
町
並
み
や
集
落
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
奥
深
く
湾
入
し
た
水
際

に
伝
統
的
町
家
建
築
が
建
ち
並
び
、

江
戸
期
に
さ
か
の
ぼ
る
建
築
も
数

多
く
含
ま
れ
る
神
浦
は
、
日
本
の

港
町
の
原
風
景
と
も
言
え
る
景
観

を
残
す
点
に
高
い
価
値
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
町
並
み
に
匹

敵
す
る
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
、

多
く
の
人
々
の
注
目
を
集
め
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
各
地
か
ら
訪
れ
る

人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
の
地
域
の
発
展
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
保
存
計
画
に
従
っ
て
伝
統
的

建
造
物
の
保
存
修
理
を
着
実
に
進

め
、
神
浦
の
町
並
み
の
魅
力
を
損

な
う
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
高
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

神浦は日本の港町の原風景

宮本　雅明 教授
九州大学大学院
　芸術工学研究院教授

M
IY
AM
O
TO
 M
AS
AA
KI

受
け
継
が
れ
る
伝
統
芸
能

保
存
の
先
に
見
え
る

歴
史
的
景
観
の
活
用
方
法

大島の流儀大島の流儀大島の流儀大島のジャンガラ大島のジャンガラ大島のジャンガラ

▲６月10日、今後のまちおこしイベント
などについて話し合うあづち大島たからも
んの会のメンバー。この日、官報告示（６
月９日付）を報告し、重伝建選定に湧いた。

ゆ  　

の　

  

つ

つ
ま　

ご

ろ
く 

さ
い 

ね
ん 

ぶ
つ

り
ゅ
う 

ぎ

◎大島村神浦在住



大島に来て13年経ちま
すが、町並みの調査後、
歴史的にも価値あるもの
とわかって大事にしてい
きたいと感じました。住
みやすいようにしたいと
いう思いもありますが、
これから町並みが整備さ
れるにあたっては、変に
きれいになるより今のま
まの景観を残して、次世
代の子どもたちに残して
いきたいと思います。

重伝建地区選定にかける
まちの本音

大浦 靖子さん（39）
重伝建地区に選定された
ことは、非常に嬉しく
思っています。今後は、
この町並みを、選定に見
合うように地域としても
保存や修景に取り組んで
いかなければと感じてい
ます。また、市外からの
集客も期待できると思い
ますので、市外にもこの
価値ある町並みをＰＲし
て来島者を増やしていき
たいですね。

吉岡 和夫さん（67）
重伝建地区に選定されて、
やっと始まったなと感じ
ています。宝の持ち腐れ
にならないよう、この歴
史ある資源を活用して交
流人口の増加を図り、大
島の産業の活性化につな
がればと思っています。
これから重伝建が、まち
づくりの中心となると思
うので、若い人で力を合
わせて盛り上げていきた
いです。

山口 和幸さん（28）
大島村は、この町並みだ
けでなく、さまざまな資
源があります。大島村に
とってこの選定が一つの
大きな契機となって、観
光や産業の活性化を期待
しています。しかしなが
ら、観光客などが来ても、
休憩所やトイレ、食堂な
ど受入体制の問題があり
ますので、そのことを見
据えた整備も今後必要で
はないでしょうか。

橋本 嘉之さん（64）

僕は３年間歴史探訪の活
動の時間を通して、神浦
の町並みを学んできまし
た。町並みの中には、古
い物では江戸時代のもの
があります。２階の使い
方や戸の仕組みなど、今
の家とは違う独特の工夫
がなされています。昔の
人の知恵がつまったこの
町並みは僕の誇りであり、
今後も大切に守っていき
たいと思います。

南 大和さん（大島中３年）
私の祖母は、神浦に住ん
でいます。祖母の家に遊
びに行く度に、神浦の町
並みを通ります。通りな
れた道ですが、今日の学
習で初めて知ったことが
たくさんありました。私
にとっては、見慣れ、通
り慣れた町並みですが、
これからもずっと大切に
し、さらに多くのみなさ
んにこの町並みを知って
もらいたいと思います。

小山 蛍子さん（大島中３年）

　

私
は
、
40
年
以
上
大
工
を
や
っ

て
お
り
、
こ
の
地
区
に
古
い
家
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

こ
れ
ま
で
は
家
の
保
存
で
は
な
く
、

施
工
者
の
意
向
を
優
先
し
、
ト
タ

ン
な
ど
の
安
く
改
修
で
き
る
技
法

を
用
い
て
改
修
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
家
に
湿
気
が
こ
も
り
、

シ
ロ
ア
リ
が
発
生
す
る
な
ど
、
貴

重
な
町
家
を
傷
め
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
島
に
は
、
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
を
建
て
た

聖
徳
太
子
を
ま
つ
る「
太
子
講
」と

言
わ
れ
る
大
工
の
集
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
現
代
に
生
き

る
技
術
者
と
し
て
、
町
並
み
の
保

存
と
、
大
島
大
工
の
歴
史
と
技
術

を
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
家
は
、
火
事
に
な
る

と
風
が
屋
根
を
吹
き
抜
け
、
す
ぐ

に
火
が
燃
え
広
が
る
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
防
火
材
な
ど
新
た
な

技
法
も
活
用
し
な
が
ら
改
修
す
る

こ
と
で
、
こ
の
貴
重
な
町
並
み
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
島
村
に
は
、
江
戸
時
代
初
期

か
ら
大
浦
四
兵
衛
と
い
う
船
大
工

を
祖
先
と
す
る
優
秀
な
船
大
工
た

ち
が
お
り
、
大
島
大
工
と
し
て
福

岡
方
面
ま
で
名
を
知
ら
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。
四
兵
衛
は
、
松
浦
第
28

代
藩
主
隆
信
公
の
お
墨
付
き
の
大

工
で
あ
り
、
そ
の
技
術
は
四
兵
衛

の
子
ど
も
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
っ
て
、
船
大
工
と
家
大
工

に
分
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
に
技

を
磨
き
、
そ
の
技
術
は
格
段
に
向

上
し
ま
す
。
亀
岡
城（
平
戸
城
）築

城
を
は
じ
め
、
藩
士
の
武
家
屋
敷

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
島
大
工
の

設
計
建
築
に
係
ら
な
い
も
の
は
な

い
ほ
ど
で
し
た
。

　

四
兵
衛
の
孫
・
卯
藏
は
千
歳
閣

（
現
在
の
松
浦
史
料
博
物
館
）建
築

の
副
棟
梁
と
し
て
そ
の
技
術
を
発

揮
し
、
ま
た
、
そ
の
子
・
與
右
ヱ

門
は
、
社
殿
設
計
建
築
の
技
術
に

長
け
、
島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く

は
福
岡
・
佐
賀
の
神
社
仏
閣
を
建

築
し
、
そ
の
名
を
広
め
て
い
ま
す
。

争
っ
て
與
右
ヱ
門
を
招
へ
い
し
て

設
計
建
築
を
依
頼
す
る
人
が
殺
到

す
る
ほ
ど
で
、
ま
す
ま
す
大
島
大

工
の
技
術
の
高
さ
を
世
に
広
く
知

ら
し
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
浦
の
町
並
み

が
今
も
な
お
そ
の
姿
を
残
す
の
も

大
島
大
工
の
存
在
が
あ
っ
た
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。　

技術者集団　大島大工の存在現代の技術者集団　太子講

柳田　博さん（66）
太子講会員
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TURNING POINT
分岐点

特 集

　５月29日、総合学習の時間を利用して
大島小学校６年生のみなさん９人が神浦
の町並みを巡りました。教育委員会大島
分室の米村伍則さんが、神浦の町並みの
特徴とその歴史について丁寧に説明する
と、児童のみなさんは真剣な様子でメモ
を取っていました。後日、児童のみなさ
んは、壁新聞をつくり、大島の歴史の深
さに改めて驚いていたようです。

大島にこんな歴史がある
町並みがあるなんて
びっくりしました！

大島小学校６年生のみなさん

大
島
っ
て
す
ご
い
！
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か
つ
て
、
鯨
組
創
業
と
廃
業
を
経
て
に

ぎ
わ
っ
た
大
島
村
も
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
期
を
境
に
、
人
口
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
こ
の
町
並
み
は
こ
れ

ま
で
大
事
に
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
昔
な
が
ら
の
手
付
か

ず
の
町
並
み
が
、
今
価
値
あ
る
歴
史
資
源

と
し
て
全
国
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト（
分
岐
点
）ー

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
は
、
神
浦
地
区
の
み
な
ら
ず
大
島
村
に

と
っ
て
、
そ
し
て
平
戸
市
に
と
っ
て
も
大
き

な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地
の
保
存
地
区

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
魅
力
あ
る

地
区
ば
か
り
で
す
。
過
疎
化
が
進
む
一
方

だ
っ
た
地
区
が
、
最
先
端
の
観
光
地
と
な
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
鯨
組
の
創
業
を
契
機
に
大
き

く
発
展
し
た
離
島
の
伝
統
的
港
町「
神
浦
」。

あ
る
き
っ
か
け
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
価
値
に

気
付
き
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
景

観
保
存
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
実
り
、
今
大
島
村
に
一
つ
の
光
が
差
し
込

ん
だ
の
で
す
。
開
発
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

昔
な
が
ら
の
日
本
の
原
風
景
が
残
さ
れ
た

こ
の
町
並
み
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
が
息
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
資
源
」を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
み
な
さ
ん

で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。「
資

源
」は
、
活
か
す
こ
と
で
初
め
て
成
果
が
出

ま
す
が
、
資
源
は
活
か
さ
な
け
れ
ば
風
化

し
ま
す
。
こ
の
資
源
を
生
み
出
し
た
の
は
、

先
人
た
ち
で
あ
る「
人
」で
す
。
こ
の
町
並

み
を
形
成
し
た
の
も
そ
の
時
代
に
生
き
た

「
人
」で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
守
り
抜

い
て
き
た
の
も「
人
」で
す
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
町
並
み
を
ど
う
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
か
、
全
て
は
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
手
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
大

島
村
に
は
、
神
浦
の
町
並
み
だ
け
で
な
く
、

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
農
水
産
物
、
離

島
と
し
て
は
日
本
最
大
級
の
16
基
の
風
力

発
電
、
広
大
な
台
地
に
広
が
る
棚
田
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の「
意
思
」。

み
な
さ
ん
の
意
思
が
集
ま
り
、
知
恵
と
な

り
、
そ
し
て
行
動
を
生
み
ま
す
。
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
ど
う

受
け
止
め
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
か
。
す
べ
て
は
、
私
た
ち
自

身
の「
意
思
」の
持
ち
方
一
つ
で
ふ
る
さ
と
の

未
来
は
変
わ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
取
材

を
す
る
中
で
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
聞
い
た

言
葉「
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
」。
今
、
豊

か
な
未
来
へ
向
け
、
ま
ち
は
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

再
生
へ
向
け
、
今
一
度
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
見
つ
め
な
お
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
未
来
を
語
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ
こ

に
は
き
っ
と
明
る
い
未
来
が
見
え
る
は
ず
だ

か
ら
・
・
・
。

特
集「
分
岐
点
」　

完

ふるさと再生へ、始動の時
住民一人ひとりの意思が、未来を創造する
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大切なのは、
ふるさとを知り、
ふるさとに誇りを持って、
愛すること。

最終章

ふ
る
さ
と
再
生
へ

動
き
出
す
未
来
へ
の
第
一
歩

撮影地：大根坂天の原の打出の岩と棚田


